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急
な
坂
道
を
両
手
に
ポ
リ
缶
を
抱
え
届
け
て
い
る

東京･仕入価格調査結果(5／9現在)(消費税別:円／㍑)
最高 最低 平均 最 多

価格帯

系　

列

ハ イ オ ク 121.0 106.6 111.8 110
レギュラー 110.0 96.6 101.8 100
軽 油 90.0 72.8 78.7 77
灯 油 55.5 38.5 46.6 46

流
通
卸

ハ イ オ ク 107.5 105.4 106.1 105
レギュラー 97.5 95.4 96.6 96
軽 油 72.0 69.5 71.0 71
灯 油 39.0 36.9 37.8 37

　

今
Ｇ
Ｗ
商
戦
に
相
当
す

る
石
連
週
報
の
４
月
第
５

週（
４
月
24
〜
30
日
）、
５

月
第
１
週（
１
〜
７
日
）に

お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
出
荷
量

が
ま
と
ま
っ
た
。
Ｇ
Ｗ
直

前
か
ら
前
半
に
あ
た
る
５

週
は
４
週
ぶ
り
に
１
０
０

万
㌔
㍑
台
に
達
し
、
前
週

比
10
・
８
％
増
、前
年
比
５

・
４
％
増
の
１
０
６
・
６

万
㌔
㍑
と
大
き
く
伸
び
た

一
方
、
中
盤
以
降
は
失
速

し
て
、
１
週
は
前
週
比
13

％
減
、
前
年
比
10
・
３
％

減
の
92
・
８
万
㌔
㍑
と
振

る
わ
ず
、
３
週
ぶ
り
の
前

年
実
績
割
れ
と
な
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
生
産
量
は
５

週
が
前
週
比
11
・
２
％
増

の
１
１
１
・
５
万
㌔
㍑
に

上
昇
し
た
が
、
１
週
に
は

前
週
比
４
・
１
％
減
の
１

０
６
・
９
万
㌔
㍑
に
低
下
。

そ
う
し
た
中
、
在
庫
は
出

荷
好
調
だ
っ
た
５
週
に
前

週
比
３
％
減
の
１
７
９
万

㌔
㍑
に
取
り
崩
さ
れ
た

が
、
再
び
１
週
に
は
出
荷

不
振
に
直
撃
さ
れ
て
前
週

比
３
・
５
％
増
、
前
年
比

７
・
７
％
増
の
１
８
５
・

３
万
㌔
㍑
に
積
み
上
が

り
、
今
年
最
大
の
余
剰
幅

を
更
新
し
た
。
複
数
の
製

油
所
が
定
期
修
理
す
る

中
、
足
元
の
需
給
に
ひ
っ

迫
感
は
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン

市
況
の
弱
含
み
要
因
に
な

っ
て
い
る
。

　

軽
油
出
荷
量
は
５
週
が

前
年
比
６
・
６
％
減
の
58

万
㌔
㍑
、
１
週
も
19
・
８

％
減
の
39
・
３
万
㌔
㍑
と

不
振
。
こ
の
結
果
、
在
庫

は
積
み
上
が
り
、
１
週
に

は
前
週
比
10
％
増
、
前
年

比
３
・
６
％
減
の
１
６
６

・
８
万
㌔
㍑
に
な
っ
た（
２

面
に
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
12

日
か
ら
の
先
行
指
標
を
通

知
し
た
。
特
約
店
筋
に
よ

る
と
、
前
週
比
で
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
、
軽
油
、
Ａ
重

油
の
い
ず
れ
も
据
え
置
い

た
。
全
油
種
と
も
に
２
週

連
続
で
据
え
置
き
が
続
い

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
る
小
売
価
格
調
査
（
５

月
９
日
・
消
費
税
込
み
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
全
国
平
均
は

前
週
比
０
・
２
円
高
の
１

１
８
・
０
円
と
９
週
連
続

で
値
上
が
り
し
た
。
１
・

５
円
高
の
北
海
道
と
長

崎
、
１
・
２
円
高
の
三
重
、

０
・
９
円
高
の
山
梨
な
ど

33
道
県
で
値
上
が
り
。
０

・
８
円
安
の
青
森
と
愛
知
、

０
・
７
円
安
の
神
奈
川
、

０
・
３
円
安
の
群
馬
、
和

歌
山
、
岡
山
な
ど
８
都
県

で
値
下
が
り
し
、
６
府
県

で
横
ば
い
と
な
っ
た
。

　

ハ
イ
オ
ク
は
０
・
２
円

高
の
１
２
８
・
８
円
。軽
油

は
横
ば
い
の
99
・
９
円
。ま

　

東
京
石
商
政
策
委
員
会

（
大
家
章
嘉
委
員
長
）
が

集
計
し
た
９
日
時
点
の
仕

入
価
格
調
査
結
果
（
消
費

税
別
、
回
答
数
32
件
）
に

よ
る
と
、
前
回
調
査
（
４

月
25
日
）
比
で
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
系
列
平
均
は
０
・

９
円
高
の
１
０
１
・
８
円
、

流
通
卸
（
業
転
）
平
均
は

１
・
２
円
高
の
96
・
６
円

で
、
格
差
は
前
回
の
５
・

５
円
か
ら
５
・
２
円
へ
と

や
や
縮
小
し
た
。
最
多
価

格
帯
は
、
系
列
が
２
円
高

の
１
０
０
円
、
業
転
が
１

円
高
の
96
円
だ
っ
た
。
消

費
税
込
価
格
は
、
系
列
平

均
が
１
０
９
・
９
円
、
業

転
平
均
が
１
０
４
・
３
円

と
な
る
。

　

軽
油
の
系
列
平
均
は
１

・
２
円
高
の
78
・
７
円
、

業
転
平
均
は
０
・
５
円
高

の
71
・
０
円
で
、
格
差
は

前
回
の
７
・
０
円
か
ら
７

・
７
円
に
広
が
っ
た
。
最

多
価
格
帯
は
、
系
列
が
２

円
高
の
77
円
、
業
転
が
横

ば
い
の
71
円
だ
っ
た
。

た
、
灯
油
18
㍑
店
頭
は
、

２
円
値
上
が
り
の
１
１
１

９
円
、
配
達
は
１
円
値
上

が
り
の
１
２
７
４
円
（
２

面
に
県
別
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
と

「
今
週
の
市
況
」
地
域
概

況
）
。

　

国
土
交
通
省
と
高
速
道

路
各
社
が
９
日
発
表
し
た

Ｇ
Ｗ
期
間
（
４
月
28
日
〜

５
月
８
日
）
に
お
け
る
全

国
の
高
速
道
交
通
量
（
日

平
均
、
主
要
27
区
間
単
純

平
均
）
は
、
前
年
同
期
比

で
２
％
減
だ
っ
た
。

　

会
社
別
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
（
23
区
間
）

・
中
日
本
が
と
も
に
１
％

減
、西
日
本
の
都
市
部（
５

区
間
）
が
１
％
減
、
地
方

部
（
21
区
間
）
が
３
％
減

で
、
う
ち
九
州
支
社
（
８

区
間
）は
９
％
減
少
し
た
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

一
般
国
道
（
日
平
均
、

主
要
32
区
間
単
純
平
均
）

の
交
通
量
は
２
％
減
、
ま

た
観
光
地
周
辺
国
道
（
30

区
間
）は
１
％
減
だ
っ
た
。

　

石
原
新
也
氏
（
元
熊
本

石
商
・
協
理
事
長
、
東
光

石
油
相
談
役
）　

２
日
死

去
、
１
０
０
歳
。
告
別
式

は
近
親
者
の
み
で
執
り
行

わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
の
順

子
さ
ん
と
次
男
の
靖
也

氏
。
な
お
、
お
別
れ
の
会

が
６
月
16
日
午
前
11
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
、
熊
本

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
熊

本
市
中
央
区
城
東
町
４
―

２
）
で
行
わ
れ
る
。
供
花
、

香
典
は
辞
退
と
の
こ
と
。

　

Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
２
０
１
５
年
度
通
期

連
結
決
算
は
、
前
期
比
で

売
上
高
が
２
割
減
の
８
兆

７
３
７
８
億
円
、
営
業
損

益
は
１
５
６
７
億
円
改
善

し
損
失
６
２
２
億
円
、
経

常
損
益
は
１
４
１
５
億
円

改
善
し
損
失
86
億
円
、
純

損
益
は
13
億
円
悪
化
し
損

失
２
７
８
５
億
円
で
、
２

期
連
続
で
赤
字
と
な
っ

た
。
た
だ
、
在
庫
影
響
に

よ
る
損
失
２
６
９
５
億
円

を
除
い
た
経
常
利
益
相
当

額
は
２
％
増
の
２
６
０
９

億
円
だ
っ
た
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
に
相
当
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
売

上
高
が
22
％
減
の
７
兆
１

２
２
４
億
円
、
営
業
損
失

１
４
１
４
億
円
、
経
常
損

失
９
７
１
億
円
。
在
庫
影

響
損
２
６
３
８
億
円
を
除

い
た
経
常
利
益
相
当
額
は

２
・
３
倍
の
１
６
６
７
億

円
で
、
う
ち
石
油
製
品
は

56
％
増
の
８
９
１
億
円
。

　

今
通
期
連
結
業
績
見
通

し
は
、売
上
高
が
０
・
７
％

増
の
８
兆
８
千
億
円
、
在

庫
影
響
利
益
４
０
０
億
円

を
含
め
た
営
業
利
益
２
３

０
０
億
円
、
経
常
利
益
２

６
０
０
億
円
、
純
利
益
１

２
５
０
億
円
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
は
在
庫
影
響
利
益

３
０
０
億
円
を
除
く
経
常

利
益
が
１
７
０
０
億
円
、

う
ち
石
油
製
品
で
１
０
７

０
億
円
と
見
込
ん
だ
。

　

出
光
興
産
の
前
通
期
連

結
決
算
は
、
売
上
高
が
前

年
比
23
％
減
の
３
兆
５
７

０
２
億
円
と
な
っ
た
。
原

油
価
格
の
下
落
に
よ
る
在

庫
評
価
損
が
２
期
連
続
で

１
千
億
円
を
超
え
る
１
２

２
２
億
円
（
前
期
は
１
３

３
３
億
円
）
と
な
り
、
１

９
６
億
円
の
営
業
損
失
、

２
１
９
億
円
の
経
常
損

失
、
３
６
０
億
円
の
純
損

失
を
計
上
し
た
。

　

た
だ
、
精
製
コ
ス
ト
な

ど
の
削
減
効
果
で
、
在
庫

評
価
損
を
除
く
と
前
期
比

で
約
３
・
６
倍
と
な
る
１

０
２
５
億
円
の
営
業
利
益

を
確
保
し
た
。

　

今
期
通
期
見
通
し
は
、

売
上
高
が
９
％
減
の
３
兆

２
６
０
０
億
円
、
営
業
利

益
は
在
庫
評
価
益
に
転
じ

る
こ
と
な
ど
で
１
１
３
０

億
円
、
経
常
利
益
が
１
１

２
０
億
円
、
純
利
益
が
７

０
０
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。

　

経
済
産
業
省
・
中
小
企

業
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
各
府

省
な
ど
や
都
道
府
県
の
知

事
・
市
長
に
対
し
て
、「
平

成
28
年
熊
本
地
震
」
で
被

災
し
た
同
地
域
内
の
中
小

企
業
や
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
官
公
需
の
受
注
機

会
を
増
大
す
る
よ
う
配
慮

を
要
請
し
た
。

　

各
府
省
の
出
先
機
関
、

所
管
す
る
独
立
行
政
法
人

や
国
立
大
学
法
人
、
さ
ら

に
は
地
方
自
治
体
の
官
公

需
調
達
に
つ
い
て
、
被
災

地
域
の
中
小
・
零
細
企
業

が
受
注
で
き
る
よ
う
求
め

た
も
の
。
特
に
、
被
災
地

域
の
復
旧
・
復
興
に
伴
う

役
務
や
工
事
な
ど
の
発
注

を
地
元
の
建
設
業
者
な
ど

が
受
注
で
き
る
よ
う
、
適

切
な
地
域
要
件
の
設
定
な

ど
を
行
う
よ
う
求
め
た
ほ

か
、
燃
料
や
原
材
料
な
ど

市
況
価
格
の
変
動
が
激
し

い
商
品
に
つ
い
て
も
、
最

新
の
実
勢
価
格
や
需
給
状

況
な
ど
を
考
慮
し
て
発
注

す
る
よ
う
求
め
た
。

り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
必

要
性
が
あ
れ
ば
取
り
組
む

の
が
当
社
の
使
命
」
と
説

明
。
そ
の
う
え
で
、
「
谷

戸
を
中
心
に
、
我
々
の
地

域
で
は
年
間
１
０
０
世
帯

単
位
で
灯
油
購
入
が
困
難

な
世
帯
が
増
加
し
て
い

る
」
と
危
機
感
を
示
し
、

今
後
は
さ
ら
に
安
定
供
給

を
拡
充
し
て
い
く
方
針

だ
。

　

高
齢
化
が
進
む
谷
戸
な

ど
で
は
、
灯
油
だ
け
な
く

い
わ
ゆ
る
買
物
弱
者
の
着

実
な
増
加
も
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
灯
油
配
達
を
通

じ
て
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
密
接
に
す
る

こ
と
で
「
買
い
物
支
援
、

高
齢
者
の
見
守
り
機
能
に

つ
な
が
る
」
と
の
認
識
も

示
し
て
い
る
。

　

【
横
須
賀
＝
神
奈
川
】

販
売
競
争
の
激
化
な
ど
に

伴
い
、
地
場
Ｓ
Ｓ
の
廃
業

・
撤
退
の
増
加
に
よ
る
Ｓ

Ｓ
過
疎
地
が
拡
大
し
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
中
で
、

湘
南
菱
油
（
本
社
・
神
奈

川
県
横
須
賀
市
、
大
庭
大

社
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）
は
昨
年

度
、
経
済
産
業
省
の
補
助

制
度
を
利
用
し
て
『
灯
油

安
定
供
給
実
証
事
業
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
』
に
取
り
組

む
な
ど
、
供
給
困
難
エ
リ

ア
へ
の
対
策
を
積
極
化
し

て
い
る
。
首
都
圏
に
位
置

す
る
神
奈
川
県
だ
が
、
横

須
賀
市
は
地
形
が
複
雑
で

入
り
組
ん
だ
谷
あ
い
を
長

い
階
段
や
細
い
路
地
が
入

り
込
む
谷
戸
（
や
と
）
と

呼
ば
れ
る
独
特
の
住
宅
地

が
古
く
か
ら
あ
る
。
谷
戸

世
帯
で
は
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
地
域
へ
の
供
給
を

担
っ
て
き
た
地
元
Ｓ
Ｓ
が

老
朽
地
下
タ
ン
ク
の
漏
洩

防
止
対
策
義
務
化
を
受
け

て
廃
業
、
加
え
て
最
近
で

は
灯
油
を
配
達
す
る
米
屋

な
ど
の
薪
炭
系
業
者
も
撤

退
し
た
た
め
、
灯
油
購
入

に
支
障
を
き
た
す
世
帯
が

増
え
る
切
実
な
実
態
が
年

々
広
が
っ
て
い
る
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
」と
い
う
社
是
の
も
と
、

同
社
は
補
助
制
度
を
利
用

し
て
、
灯
油
の
安
定
供
給

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
対

象
地
域
は
谷
戸
の
１
つ
で

あ
る
船
越
町
４
〜
５
丁

目
。
75
歳
以
上
の
高
齢
者

が
２
３
０
人
居
住
し
、
す

で
に
灯
油
購
入
の
困
難
者

が
出
て
い
る
。
実
証
事
業

で
は
、
同
町
内
会
の
各
班

長
が
参
加
す
る
『
南
郷
親

和
会
』
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
組
み
事
業
を
ス
タ
ー

ト
。
補
助
制
度
を
利
用
し

て
、
谷
戸
の
細
い
路
地
で

も
入
れ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
と

そ
の
荷
台
に
積
む
小
型
タ

ン
ク
（
容
量
４
０
０
㍑
）

を
購
入
、
灯
油
の
配
達
を

実
施
し
た
。

　

た
だ
、
谷
戸
で
の
配
達

は
細
い
路
地
の
先
に
さ
ら

に
あ
る
山
道
や
階
段
に
阻

ま
れ
る
た
め
、
軽
ト
ラ
を

利
用
し
て
も
、
各
世
帯
の

前
ま
で
は
行
け
な
い
。
そ

の
た
め
、
配
達
業
務
を
担

当
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
部
の
ス
タ
ッ

フ
が
手
に
ポ
リ
缶
を
持
ち

運
ぶ
作
業
を
繰
り
返
し

た
。
同
社
に
よ
る
と
「
火

曜
と
金
曜
に
オ
ー
ダ
ー
を

一
括
し
て
も
ら
い
、
午
前

８
時
〜
午
後
８
時
ま
で
を

配
達
時
間
と
し
、
２
人
１

組
体
制
で
運
搬
し
た
」
と

い
う
。
事
業
開
始
の
昨
年

11
月
か
ら
今
年
３
月
末
ま

で
に
ス
タ
ッ
フ
が
汗
水
流

し
て
配
達
し
た
数
量
は
計

６
万
２
９
０
３
㍑
に
達
す

る
。

　

同
事
業
に
取
り
組
む
問

題
意
識
に
つ
い
て
、
大
庭

社
長
は
「
我
々
は
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
商
売
、

利
便
性
だ
け
で
は
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
じ
て
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
考
え
方
の
基
本
で
あ

て
い
る
。

　

出
光
興
産
は
12
日
か
ら

の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決
め
仕
切

り
方
針
を
通
知
し
た
。
複

数
エ
リ
ア
の
系
列
販
売
店

筋
に
よ
る
と
、
前
週
比
で

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、

Ａ
重
油
の
い
ず
れ
も
据
え

置
い
た
。
２
週
連
続
で
全

油
種
据
え
置
き
。

高
速
道
・
国
道

と
も
２
％
減
少

Ｇ
Ｗ
交
通
量

レ
ギ
ュ
ラ
ー
小
売

９
週
続
騰
の
118
円

エ
ネ
庁
週
市
況

湘
南
菱
油
が〝
谷
戸
〞で
実
証
事
業

灯
油
購
入
困
難
者
へ
供
給

Ｊ
Ｘ

出
光　

卸
全
油
種
据
置
き

系列102円・業転97円
東京・ガソリン卸（９日）

消費税込系列110円水準

官
公
需
配
慮
を
要
請

熊
本
地
震
被
災
地〝
中
小
〞受
注
へ

中企庁

石連週報

ガ
ソ
リ
ン
在
庫
増
鮮
明
に

Ｇ
Ｗ
出
荷
量
、中
盤
か
ら
失
速

石
油
実
質
黒
字
891
億
円

在
庫
損
２
６
９
５
億
円
を
計
上

Ｊ　Ｘ

正
味
営
業
益
3.6
倍
1025
億
円

在
庫
評
価
損
は
１
２
２
２
億
円

出　光

　

２
０
１
３
年
７
月
に
公
表
し
た
ガ

ソ
リ
ン
流
通
実
態
調
査
と
そ
れ
に
基

づ
く
元
売
各
社
へ
の
改
善
指
導
に
つ

い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
昨
秋
以

降
、
各
社
が
ど
の
よ
う
な
改
善
を
行

っ
た
の
か
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を

行
い
、
こ
の
ほ
ど
詳
細

が
公
表
さ
れ
た
。
一
言

で
い
う
と
公
取
委
の
指

摘
は
、
そ
の
後
の
系
列

特
約
店
と
の
取
引
に
十

分
に
反
映
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
と
し

て
、
改
め
て
改
善
を
求

め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

仕
切
価
格
の
決
定
方
式
に
つ
い
て

「
一
定
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
で
取
り
決

め
て
い
る
元
売
が
、
価
格
体
系
等
を

見
直
す
際
の
交
渉
、
各
構
成
要
素
の

額
、
販
売
関
連
コ
ス
ト
の
趣
旨
や
用

途
の
説
明
を
十
分
に
行
っ
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
」
な
ど
、
要
請
し
た
点

が
必
ず
し
も
十
分
に
改
善
さ
れ
た
と

は
い
え
な
い
と
し
た
。

　

業
転
玉
の
取
り
扱
い
制
限
に
つ
い

て
も
、
元
売
は
自
社
が
出
荷
し
た
業

転
玉
を
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
流
通

経
路
で
販
売
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、
系
列
特
約
店
・
販
売
店
が
購
入

・
販
売
す
る
こ
と
を
制
限
し
な
い
と

言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
商
社
に
圧
力
を
か
け
る
な
ど
し

て
、
系
列
特
約
店
な
ど
が
自
社
業
転

玉
を
自
由
に
購
入
・
販
売
す
る
こ
と

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
回
は
仕
切
価
格
の

遡
及
的
な
引
き
下
げ
、
つ
ま
り
事
後

調
整
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

前
回
の
公
取
委
に
よ
る
改
善
指
導
の

後
、
元
売
が
過
去
に
決
別
し
た
は
ず

の
建
値
制
度
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
仕
切
価
格
の
決
定
の

仕
組
み
を
極
め
て
不
透
明
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
。

　

12
年
前
の
04
年
９
月
発
表
の
ガ
ソ

リ
ン
流
通
実
態
調
査
と
公
取
委
指
導

に
よ
っ
て
、
元
売
各
社
は
新
仕
切
価

格
体
系
を
導
入
し
た
。
価
格
指
標
を

参
考
に
一
定
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
基

づ
い
て
値
決
め
す
る
方
式
で
、
決
め

方
に
問
題
は
あ
っ
た
が
不
透
明
・
不

公
平
の
象
徴
で
あ
る
事
後
調
整
は
影

を
薄
め
た
。

　

再
び
復
活
し
た
事
後
調
整
に
つ
い

て
公
取
委
は
、
基
準
の
不
明
確
な
仕

切
修
正
は
系
列
特
約
店
を
元
売
の
販

売
政
策
に
従
わ
せ
や
す
く
す
る
、
合

理
的
な
理
由
な
く
差
別
的
な
取
り
扱

い
を
す
る
こ
と
は
系
列
特
約
店
を
競

争
上
著
し
く
有
利
・
不
利
に
さ
せ
、

一
般
特
約
店
の
競
争
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
し
て
差
別
対
価
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

元
売
だ
け
で
な
く
商
社
、
特
約
店

・
販
売
店
か
ら
く
ま
な
く
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
て
ま
と
め
た
指
摘
で
あ
る
。
公

取
委
は
こ
れ
を
、
元
売
各
社
に
改
め

て
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
が
、
公
正
競
争
の
守
護
神
と
し
て

「
指
摘
の
厳
守
」に
向
け
厳
し
く
対
処

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

論 説

く
出
来
栄
え
だ
。
家
族
が

喜
ん
で
食
べ
る
姿
を
見
る

と
、
こ
の
１
年
間
育
て
て

き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
満

足
感
を
味
わ
っ
た
▼
ま

た
、
連
休
中
に
は
家
庭
菜

園
の
苗
を
購
入
し
、
植
え

付
け
を
す
る
の
が
こ
こ
数

年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
。
植
え
付
け
前
の
土

づ
く
り
か
ら
耕
し
作
業
を

す
る
中
で
、
今
年
は
ど
こ

に
な
に
を
植
え
る
か
、
ど

れ
く
ら
い
で
き
る
か
な
ど

想
像
を
巡
ら
す
時
に
楽
し

み
が
広
が
る
▼
夏
か
ら
秋

の
収
穫
に
向
け
、水
や
り
、

肥
料
、
草
む
し
り
、
害
虫

駆
除
、わ
き
芽
摘
み
な
ど
、

こ
の
間
に
や
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ
ど

あ
る
。
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
、
今
回
は
こ
う
し
て

み
よ
う
、
あ
あ
し
て
み
よ

う
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

す
。
植
物
全
般
に
言
え
る

こ
と
だ
が
、
手
を
加
え
れ

ば
そ
れ
な
り
に
育
っ
て
く

れ
る
が
、
放
置
す
る
と
結

果
は
明
ら
か
に
良
く
な
い

▼
植
え
付
け
を
終
え
一
息

つ
い
た
と
き
に
、
栽
培
は

人
を
育
て
る
の
と
似
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。
採
用
し
て
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
だ
け
を
渡
し
た
だ
け

で
は
、
思
う
よ
う
な
人
材

に
は
育
た
な
い
。
Ｓ
Ｓ
経

営
者
が
「
社
員
と
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
切

だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
日

々
、
社
員
の
声
に
耳
を
傾

け
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
指
導
す
る
。
人
材
確
保

に
悩
む
Ｓ
Ｓ
業
界
に
と
っ

て
、
迎
え
入
れ
た
新
人
を

い
か
に
優
秀
な
戦
力
に
育

て
あ
げ
る
か
は
、
経
営
者

の
手
腕
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

▼
Ｇ
Ｗ
は
、

自
宅
に
あ
る

プ
ラ
ン
タ
ー

の
イ
チ
ゴ
の

収
穫
時
期
と

な
っ
た
。
今

年
は
粒
も
大

き
く
満
足
い

き
ょ
う
の
紙
面

２面　今週のガソリン市況
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報、石連週報、週動向調査

３面　九州版・中核ＳＳ、給油に全力
/東京版・〝新生〟多摩支部が発足

４面　お客様版ぜんせき
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「
特
別
の
こ
と
を
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｓ
マ
ン
と
し
て
ご
く
普
通

の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
、

温
和
な
表
情
で
、
淡
々
と
話
す
。

　

そ
れ
で
も
「
ト
ッ
プ
」
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
な
に
か
秘
訣
が
あ
る
は
ず

だ
。
「
タ
イ
ヤ
や
オ
イ
ル
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
日
常

的
な
販
売
を
重
視
し
ま
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
店
サ
イ
ド
の
事
情
に
よ

る
も
の
で
す
か
ら
」

　

鬼
塚
さ
ん
は
続
け
る
。
「
そ
れ
よ
り
も

御
一
人
、
御
一
人
の
お
客
様
が
な
に
を
求

め
て
お
ら
れ
る
の
か
を
、
し
っ
か
り
聞
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
人
お
客
様

が
い
れ
ば
１
０
０
人
の
要
望
が
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
、
で

き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」

　

加
え
て
、
「
押
す
時
は
押
す
、
引
く
と

き
は
引
く
」
姿
勢
も
大
事
に
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
タ
イ
ヤ
１
本
が
特
に
傷
ん
で
い

る
場
合
、
Ｓ
Ｓ
と
し
て
は
４
本
セ
ッ
ト
を

販
売
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
「
今
回
は
２
本

で
も
よ
ろ
し
い
の
で
は
」
と
、
無
理
に
は

勧
め
な
い
。
一
方
で
、
強
く
勧
め
る
こ
と

も
あ
る
。コ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
特
に
そ
う
だ
。

優
れ
た
品
質
と
技
術
に
よ
っ
て
顧
客
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

モ
ッ
ト
ー
は「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
」

こ
と
。働
く
場
を
与
え
て
く
れ
る
会
社
に
、

支
え
て
く
れ
る
仲
間
に
、
そ
し
て
仕
事
を

い
た
だ
く
お
客
様
に
―
―
。

　

「
で
も
、
そ
れ
は
人
間
と
し
て
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
言
う
。

　

天
草
で
生
ま
れ
、
入
社
し
て
か
ら
23
年

間
天
草
の
Ｓ
Ｓ
で
勤
務
し
て
い
る
。
地
元

に
は
多
く
の
旧
友
が
い
る
。
顔
な
じ
み
に

な
っ
た
〝
す
ぐ
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
る
〞

顧
客
も
数
百
人
い
る
。

　

鬼
塚
さ
ん
の
〝
す
ご
味
〞
は
、
多
く
の

顧
客
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
奇
手

・
妙
手
で
は
な
い
。
平
凡
で
も
毎
日
地
道

に
「
普
通
の
こ
と
」
を
続
け
た
結
果
だ
。

　

話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
近
道
は
な
い
。
顧

客
に
誠
実
に
向
か
い
合
う
こ
と
こ
そ
最
強

の
武
器
だ
。
（
次
回
は
、
花
や
果
物
販
売

で
地
域
住
民
に
人
気
の
愛
知
県
の
Ｓ
Ｓ
）

　

「
あ
い
つ
は
す
ご
い
、
我
が
社
で
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
の
Ｊ
Ｘ
系
Ｓ
Ｓ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
っ
て
い
い
の
で

は
」
と
三
角
清
一
・
エ
ム
ロ
ー
ド
社
長
が
自
ら

認
め
る
ほ
ど
の
〝
剛
腕
〞
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本

渡
Ｓ
Ｓ
の
鬼
塚
直
さ
ん
だ
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧

に
抗
し
て
戦
っ
た
天
草
四
郎
伝
説
が
残
る
熊
本

県
・
天
草
市
を
訪
ね
た
。
熊
本
県
で
は
震
源
地

の
益
城
町
や
南
阿
蘇
村
な
ど
を
中
心
に
『
熊
本

地
震
』
の
余
震
は
ま
だ
収
ま
ら
な
い
が
、
天
草

市
は
震
源
地
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て

大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

「当たり前のことをしているだけです」
と穏やかな表情で話す鬼塚マネージャー

秘訣は信頼と感謝、凡事徹底

生活、産業、
地域を支える

熊本県天草市
▶vol.194◀石油の力SSの力

　

◎
北
海
道
…
上
昇
。
札

幌
は
Ｇ
Ｗ
明
け
に
値
上
が

り
し
て
フ
ル
１
１
７
〜
９

円
、
セ
ル
フ
１
１
６
円
程

度
が
大
勢
で
、
安
値
量
販

セ
ル
フ
も
10
円
高
の
１
１

４
・
８
円
に
。
旭
川
や
函

館
も
上
昇
し
、
安
値
量
販

グ
ル
ー
プ
は
旭
川
が
１
１

２
・
８
円
、
函
館
が
１
１

３
・
８
円
、
一
般
セ
ル
フ

１
１
６
円
程
度
、
フ
ル
１

１
９
円
程
度
と
な
っ
た
。

　

◎
東
北
…
一
部
上
昇
も

全
般
的
に
は
横
ば
い
。
仙

台
は
１
０
９
〜
１
１
１
円

中
心
で
横
ば
い
。
コ
ス
ト

コ
富
谷
Ｓ
Ｓ
は
10
日
に
１

円
下
げ
て
１
０
５
円
と
な

っ
た
。
福
島
市
は
２
円
前

後
上
が
り
セ
ル
フ
１
２
４

円
中
心
、
郡
山
は
２
円
程

度
軟
化
し
セ
ル
フ
１
１
４

〜
６
円
。
秋
田
市
は
セ
ル

フ
１
１
４
〜
７
円
で
横
ば

い
。
盛
岡
は
セ
ル
フ
１
０

９
円
中
心
で
横
ば
い
。

　

◎
信
越
…
新
潟
は
上
昇

傾
向
で
、
新
潟
市
内
は
セ

ル
フ
１
０
９
〜
１
１
５

円
、
長
岡
は
１
０
９
〜
１

１
３
円
。

　

◎
北
関
東
… 

群
馬
の

前
橋
・
高
崎
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
、
フ
ル
１
１
７
〜
９

円
、
セ
ル
フ
１
１
１
〜
３

円
。
栃
木
は
横
ば
い
で
宇

都
宮
は
フ
ル
１
１
４
〜
８

円
、
セ
ル
フ
１
１
１
〜
２

円
、
足
利
市
や
佐
野
市
も

セ
ル
フ
１
１
３
円
前
後
。

茨
城
は
横
ば
い
傾
向
で
、

水
戸
市
内
は
１
０
８
〜
１

１
２
円
、
つ
く
ば
市
は
１

０
７
〜
１
１
０
円
。

　

◎
首
都
圏
… 

埼
玉
は

２
円
程
度
上
昇
し
県
央

部
、
南
部
で
１
１
３
〜
５

円
、
西
部
、
東
部
も
１
１

１
円
前
後
と
な
っ
た
。
千

葉
は
、
千
葉
市
内
や
成
田

市
内
が
横
ば
い
で
１
０
８

〜
１
１
０
円
、
東
金
市
内

は
１
０
８
〜
１
１
３
円
。

　

◎
山
静
…
静
岡
は
全
般

的
に
上
昇
。
静
岡
市
内
は

２
円
前
後
上
が
り
セ
ル
フ

１
１
５
〜
７
円
、
フ
ル
１

１
９
円
前
後
、
西
部
も
１

１
１
〜
４
円
、
東
部
は
３

円
程
度
上
昇
し
１
１
０
〜

３
円
。山
梨
は
横
ば
い
で
、

セ
ル
フ
１
１
２
〜
５
円
、

フ
ル
１
１
８
〜
１
２
１
円

で
推
移
し
て
い
る
。

　

◎
東
海
…
愛
知
は
Ｇ
Ｗ

か
ら
底
値
横
ば
い
。
安
城

市
な
ど
西
三
河
を
中
心
に

セ
ル
フ
現
金
は
系
列
で
１

０
０
〜
２
円
と
Ｐ
Ｂ
を
下

回
る
。
１
０
５
円
ま
で
の

表
示
は
知
多
、
尾
張
名
古

屋
市
内
と
広
が
り
を
見

せ
、
県
下
全
域
で
１
１
０

円
以
下
の
激
戦
。
小
規
模

Ｓ
Ｓ
は
「
こ
ん
な
低
価
格

で
は
太
刀
打
ち
で
き
な

い
」
と
悲
鳴
を
上
げ
る
。

三
重
は
Ｇ
Ｗ
後
に
１
１
０

円
以
上
へ
の
上
昇
が
目
立

っ
た
。
岐
阜
は
県
西
部
の

一
部
で
１
０
８
円
前
後
が

見
ら
れ
る
が
、
全
体
で
は

１
１
５
〜
１
２
０
円
。

　

◎
北
陸
…
横
ば
い
。
石

川
・
富
山
・
福
井
の
３
県

と
も
一
部
に
１
０
０
円
台

後
半
の
看
板
が
残
る
が
、

大
半
は
１
１
５
〜
１
２
０

円
。
Ｐ
Ｂ
カ
ナ
シ
ョ
ク
も

Ｇ
Ｗ
か
ら
１
０
６
円
の
ま

ま
。

　

◎
近
畿
…
Ｇ
Ｗ
に
一
部

で
下
落
し
、
採
算
重
視
Ｓ

Ｓ
と
、
量
販
店
と
の
格
差

が
拡
大
し
始
め
た
。
セ
ル

フ
で
１
１
２
円
〜
９
円
ま

で
あ
る
。
系
列
量
販
Ｓ
Ｓ

で
実
売
１
１
０
円
割
れ
も

見
ら
れ
る
一
方
、
Ｐ
Ｂ
は

１
１
０
円
前
後
で
横
ば

い
。阪
神
、京
阪
地
域
と
も

セ
ル
フ
平
均
１
１
１
円
。

　

◎
中
国
…
全
般
的
に
は

大
き
な
動
き
な
し
。
岡
山

市
内
は
セ
ル
フ
１
１
０
円

主
流
で
横
ば
い
。
山
口
県

内
は
１
円
程
度
上
昇
し
、

セ
ル
フ
で
山
口
市
内
１
１

４
〜
６
円
、
宇
部
市
内
１

１
２
〜
４
円
、
下
関
市
内

１
１
０
円
が
中
心
。
米
子

市
内
も
２
円
前
後
上
昇
し

て
き
て
い
る
。

　

◎
四
国
…
ほ
ぼ
安
定
。

高
松
市
内
は
フ
ル
１
２
１

円
前
後
、
セ
ル
フ
１
１
９

円
程
度
で
横
ば
い
。
徳
島

市
内
や
周
辺
部
も
上
昇
機

運
。
新
居
浜
市
な
ど
は
一

時
上
昇
も
再
び
軟
化
し
セ

ル
フ
１
０
８
円
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

　

【
大
阪
】
近
畿
地
方
で

は
連
休
商
戦
の
終
了
と
と

も
に
、
新
た
な
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
仕
切
り

上
昇
分
の
未
転
嫁
を
価
格

に
反
映
さ
せ
る
Ｓ
Ｓ
が
増

え
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
も
１

１
９
円
が
中
心
価
格
と
な

っ
た
地
域
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
業
者
か
ら
は
「
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
要
因
が
続
く
」
と
の

見
方
も
あ
り
、
市
場
全
体

に
値
取
り
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

大
型
連
休
で
そ
れ
ま
で

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
の
値

取
り
に
消
極
的
だ
っ
た
Ｓ

Ｓ
も
、
よ
う
や
く
採
算
性

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２
月
以
降
、
慢
性
化

す
る
減
販
傾
向
に
採
算
性

を
気
に
す
る
業
者
が
多

く
、
夏
場
商
戦
ま
で
に
採

算
性
を
確
保
し
た
い
と
い

う
の
が
本
音
の
よ
う
だ
。

　

一
部
に
は
量
販
指
向
の

強
い
Ｓ
Ｓ
も
残
る
も
の

の
、
激
戦
地
か
ら
も
「
も

う
こ
れ
以
上
、
量
で
は
商

売
は
で
き
な
い
。
隣
の
看

板
よ
り
採
算
重
視
」
と
の

声
も
聞
か
れ
始
め
た
。

　

奈
良
県
の
業
者
も
「
顧

客
数
が
減
り
続
け
て
い
る

理
由
が
価
格
に
あ
る
と
断

定
す
る
時
代
で
は
な
い
。

顧
客
単
価
を
上
げ
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
本
格
的
に
打

ち
出
し
た
い
」
と
、
質
の

経
営
に
意
欲
を
み
せ
て
い

る
。

　
【
仙
台
】オ
カ
モ
ト（
本

社
・
北
海
道
帯
広
市
、
Ｐ

Ｂ
系
）
は
先
ご
ろ
、
福
島

県
須
賀
川
市
と
青
森
県
弘

前
市
に
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
を
開

所
し
た
。

　

須
賀
川
市
の
「
須
賀
川

メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
Ｓ
Ｓ
」は
、

国
道
１
１
８
号
線
沿
い
の

既
存
Ｓ
Ｓ
を
取
得
し
改
装

オ
ー
プ
ン
し
た
。
計
量
機

は
マ
ル
チ
３
基
、
灯
油
ダ

　

◎
九
州
…
上
昇
傾
向
。

一
方
、
熊
本
地
震
の
影
響

で
全
体
的
に
消
費
マ
イ
ン

ド
が
低
下
し
減
販
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
で

は
３
円
程
度
値
上
が
り
し

て
１
１
２
〜
５
円
前
後
が

増
え
て
き
た
が
、
「
販
売

量
が
減
っ
た
ら
値
上
げ
の

意
味
が
な
く
な
る
」
と
の

不
安
も
隠
せ
な
い
。
福
岡

市
中
心
部
で
は
１
１
５
円

前
後
で
横
ば
い
。
大
分
県

内
も
１
１
７
〜
１
２
１
円

前
後
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

ブ
ル
２
基
。
ま
た
、
弘
前

市
の
「
弘
前
Ｒ
７
神
田
Ｓ

Ｓ
」
は
国
道
７
号
線
沿
い

に
新
設
し
た
。
計
量
機
は

マ
ル
チ
４
基
、
灯
油
ダ
ブ

ル
２
基
。

　

今
回
の
開
所
に
よ
り
、

同
社
の
福
島
県
内
Ｓ
Ｓ
は

９
ヵ
所
、
東
北
で
は
33
ヵ

所
と
な
っ
た
。

　

【
山
形
】
山
形
石
商
・

協
（
遠
藤
靖
彦
理
事
長
）
、

山
形
県
軽
油
引
取
税
特
別

徴
収
納
税
貯
蓄
組
合
（
遠

藤
靖
彦
組
合
長
）
の
３
団

体
は
先
ご
ろ
、役
員
会（
理

事
・
監
事
会
）
を
開
き
、

総
（
代
）
会
に
提
出
す
る

議
案
を
審
議
し
た
ほ
か
、

熊
本
地
震
に
対
し
て
義
援

金
に
よ
る
支
援
を
了
承
し

た
。

　

遠
藤
理
事
長
（
写
真
）

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
熊

本
に
お
い
て
大
き
な
地
震

が
あ
り
、
多
く
の
方
が
被

災
さ
れ
て
い
る
。
石
油
関

連
の
仲
間
も
被
災
さ
れ
た

方
が
お
り
、
一
日
も
早
い

　

【
神
戸
】
兵
庫
石
商
・

協
（
田
中
一
彦
理
事
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
神
戸
市
内

復
興
を
願
い
ま
す
」
と
お

見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　

一
方
、
元
売
の
再
編
に

関
し
て
は
、
合
併
を
見
据

え
た
シ
ェ
ア
競
争
に
伴
う

安
値
販
売
に
対
す
る
懸
念

を
示
し
た
う
え
で
、
「
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
業
転
玉
の
流
通

に
つ
い
て
、
も
っ
と
節
度

あ
る
形
に
な
っ
て
い
け
ば

業
界
と
し
て
は
よ
い
環
境

に
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

　

【
名
古
屋
】
宇
佐
美
鉱

油
（
名
古
屋
市
、
出
光
・

Ｊ
Ｘ
系
）
の
宇
佐
美
三
郎

社
長
は
Ｇ
Ｗ
期
間
を
利
用

し
て
熊
本
地
震
の
被
災
地

を
訪
れ
、
自
社
や
周
辺
Ｓ

Ｓ
な
ど
現
地
の
状
況
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、
熊
本

市
に
義
援
金
３
０
０
万
円

を
贈
っ
た
。

　

市
役
所
で
宇
佐
美
社
長

と
田
中
喜
浩
西
日
本
宇
佐

美
九
州
支
店
長
は
、
応
対

し
た
高
田
晋
、
植
松
浩
二

の
両
副
市
長
に
対
し
義
援

金
の
目
録
を
手
渡
し
た
。

高
田
副
市
長
は
「
高
額
の

寄
付
金
を
復
興
の
た
め
に

役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　

宇
佐
美
社
長
は
「
現
地

の
被
害
は
甚
大
で
、
い
ま

な
お
車
中
泊
な
ど
過
酷
な

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
被
災
時
の
石
油
燃

料
の
重
要
性
を
改
め
て
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。
当
社
は

市
内
４
ヵ
所
に
Ｓ
Ｓ
を
設

け
て
お
り
、
地
域
復
興
の

た
め
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

太
陽
石
油
は
先
ご
ろ
、

今
治
市
内
で
毎
年
恒
例
の

「
今
治
市
・
太
陽
が
育
む

森
」
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
た
（
写

真
）
。
通
算
８
回
目
と
な

っ
た
今
回
も
社
員
と
そ
の

家
族
が
参
加
し
、
育
林
に

必
要
な
除
伐
や
枝
落
と
し

な
ど
の
植
栽
作
業
の
ほ

か
、
木
製
ベ
ン
チ
製
作
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
体

験
学
習
を
実
施
。
ま
た
今

回
は
新
入
社
員
も
研
修
プ

　

三
愛
石
油
が
10
日
に
発

表
し
た
15
年
度
通
期
連
結

決
算
に
よ
る
と
、
原
油
下

落
の
影
響
で
売
上
高
は
前

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
Ｈ
Ｄ

純
利
益
１
％
減

　

ミ
ツ
ウ
ロ
コ
Ｈ
Ｄ
が
９

日
に
発
表
し
た
前
通
期
連

結
決
算
に
よ
る
と
、
売
上

高
は
原
油
価
格
や
Ｃ
Ｐ

（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
入
価
格
の

指
標
）
の
下
落
に
よ
り
、

３
月
末
Ｓ
Ｓ
数

２
千
ヵ
所
割
る忠

エ
ネ

　

伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
の
２

０
１
６
年
３
月
末
Ｓ
Ｓ
数

は
、
前
年
比
66
ヵ
所
減
の

１
９
７
３
ヵ
所
と
な
り
、

２
千
ヵ
所
を
割
り
込
ん

だ
。
15
年
度
は
新
規
に
40

ヵ
所
増
加
さ
せ
た
が
、
不

採
算
や
老
朽
化
の
店
舗
を

１
０
６
ヵ
所
閉
鎖
し
た
た

め
、
全
体
の
Ｓ
Ｓ
数
が
減

少
し
た
。

で
理
事
会
を
開
い
た
が
、

同
会
で
田
中
理
事
長
は
、

減
販
時
代
が
本
格
化
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
、
「
Ｓ

Ｓ
と
し
て
生
き
残
る
た
め

の
自
助
努
力
が
不
可
欠
」

と
強
調
し
た
。

　

田
中
理
事
長
（
写
真
）

は
車
販
そ
の
も
の
の
需
要

が
減
退
し
て
い
る
こ
と
を

上
げ
な
が
ら
、
「
一
部
に

は
来
年
の
消
費
増
税
前
の

仮
需
を
当
て
込
む
声
さ
え

出
て
い
る
が
、
我
々
の
業

界
は
過
去
の
経
験
か
ら
も

そ
れ
ほ
ど
の
仮
需
は
期
待

で
き
な
い
」
と
し
、
慢
性

化
す
る
減
販
を
食
い
止
め

る
方
策
が
み
え
な
い
こ
と

を
示
唆
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
こ
の
状

況
は
自
ら
切
り
開
い
て
い

く
し
か
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
政
治
力
も
不
可
欠
で

あ
り
、
油
政
連
と
も
連
携

し
業
界
と
し
て
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
、
業

界
の
一
層
の
結
束
を
訴
え

た
。

オ
カ
モ
ト　

弘
前
、須
賀
川
に
出
店

被
災
地
支
援
に
義
援
金

山
　
　
形

結
束
固
め
て
難
局
克
服

兵
　
　
庫

熊
本
市
へ
300
万
円
寄
贈

宇
佐
美

鉱
　
油

今
年
も
今
治
市
で

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

太
　
陽

三
　
愛

15
年
度
減
収
増
益

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

参
加
し
、
社
会
貢
献
活
動

へ
の
理
解
や
先
輩
社
員
と

の
交
流
を
深
め
た
。

年
比
16
％
減
の
７
４
６
７

億
円
。
一
方
、
管
理
コ
ス

ト
低
減
な
ど
か
ら
営
業
利

益
は
11
％
増
の
62
・
４
億

円
、
経
常
利
益
も
12
％
増

の
71
・
２
億
円
、
純
利
益

は
有
価
証
券
売
却
益
が
加

算
さ
れ
前
年
比
36
％
増
の

53
・
４
億
円
の
増
益
と
な

っ
た
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
だ

と
、
石
油
関
連
事
業
の
売

上
高
は
15
％
減
の
６
８
９

０
億
円
、
営
業
利
益
は
前

年
比
28
％
増
の
20
・
９
億

円
と
な
っ
た
。

前
期
比
14
％
減
の
１
９
１

０
億
円
、
営
業
利
益
は
５

％
減
の
36
億
円
、
経
常
利

益
は
５
％
増
の
46
億
円
と

な
り
、
純
利
益
は
１
％
減

の
26
億
円
と
な
っ
た
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
み
る

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

売
上
高
は
21
％
減
の
１
５

５
４
億
円
、
営
業
利
益
は

０
・
４
％
減
の
35
億
円
と

な
っ
た
。

■ＳＳ店頭市況週動向調査・５／９
レギュラー （単位：￥／Ｌ、↑値上げ、→同値、↓値下げ）

北海道 116.6 ↑ 静　岡 118.3 ↑ 鳥　取 116.3 ↑
青 森 114.8 ↓ 山　梨 119.1 ↑ 島　根 121.9 ↑
岩 手 116.1 ↓ 愛　知 115.1 ↓ 山　口 118.3 ↑
宮 城 116.3 ↑ 三　重 118.1 ↑ 徳　島 115.1 ↑
福 島 119.5 ↑ 岐　阜 119.8 ↑ 高　知 118.3 ↑
秋 田 116.0 → 富　山 120.5 ↑ 愛　媛 117.5 ↑
山 形 120.4 ↑ 石　川 115.8 ↑ 香　川 117.0 ↑
新 潟 115.7 → 福　井 119.4 ↑ 福　岡 119.0 ↑
長 野 121.3 ↑ 滋　賀 117.9 ↑ 大　分 121.6 ↑
群 馬 115.9 ↓ 京　都 119.6 → 佐　賀 121.4 ↑
栃 木 117.9 ↑ 大　阪 116.2 → 長　崎 127.0 ↑
茨 城 115.1 → 奈　良 118.3 → 熊　本 117.2 ↑
千 葉 114.1 ↑ 和歌山 118.8 ↓ 宮　崎 116.0 ↑
埼 玉 113.3 ↑ 兵　庫 115.9 ↑ 鹿児島 126.1 ↑
東 京 121.1 ↓ 岡　山 113.9 ↓ 沖　縄 124.7 ↑
神奈川 116.6 ↓ 広　島 117.6 ↑ 全　国 118.0 ↑

■国内供給統計（石連週報）・５月第１週末 （単位：千ＫＬ、％）
東日本 西日本 合　計 前週比 前月比 前年比

①原油処理量 2,352.9 1,476.0 3,828.9 96.6% 101.6% 107.8%
②製油所稼働率 86.9 95.8 90.1 ▲3.2 3.0 8.6
③石油製品在庫量

ガソリン 963.2 889.4 1,852.5 103.5% 110.1% 107.7%
灯　　油 992.5 374.7 1,367.3 110.4% 119.4% 99.0%
軽　　油 875.6 792.7 1,668.3 110.0% 126.2% 96.4%
Ａ 重 油 526.9 317.2 844.0 110.0% 109.6% 101.1%
６油種計 5,064.8 3,848.7 8,913.5 105.9% 114.5% 100.3%

④製品出荷量推計
ガソリン 602.0 325.6 927.6 87.0% 88.3% 89.7%
灯　　油 48.5 43.9 92.3 42.2% 30.1% 112.0%
軽　　油 221.3 172.2 393.4 67.8% 58.0% 80.2%
Ａ 重 油 74.1 55.3 129.4 60.5% 48.0% 100.0%
６油種計 1,099.8 724.2 1,824.0 77.0% 68.1% 91.3%

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高1,615枚） ガソリン （前日出来高14枚）

42,240 △720 ⑥限月 41,000 △510
42,830 △720 ⑦限月 41,450 △620
43,010 △850 ⑧限月 41,500 △500
42,370 △870 ⑨限月 41,000 △500
41,810 △910 ⑩限月 40,500 △660
41,560 △900 ⑪限月 39,900 △400

（前日出来高529枚） 灯　油 （前日出来高0枚）

37,850 △900 ⑥限月 36,500 △500
38,160 △890 ⑦限月 36,000  0
38,640 △1,010 ⑧限月 37,000  0
39,280 △1,030 ⑨限月 37,200  0
40,170 △1,090 ⑩限月 39,000 △500
41,130 △1,080 ⑪限月 40,000  0

（前日出来高0枚） 軽　油
38,100 △900 ⑥限月
38,100 △900 ⑦限月
38,100 △900 ⑧限月
38,100 △900 ⑨限月
38,100 △900 ⑩限月
38,100 △900 ⑪限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・５／11

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 40.96（▲1.88）
￥／ＫＬ 28,376（▲1,119）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 44.66（△1.22）
￥／ＫＬ 30,940（△1,031）

原油指標

高
田
副
市
長
（
右
中
央
）
に

震
災
復
興
資
金
の
目
録
を
手

渡
す
宇
佐
美
社
長

今週の 市況
5月第2週連

休
終
了
、高
ま
る
採
算
意
欲

近
畿
市
場
で
転
嫁
機
運

一
部
上
昇
も
大
勢
横
ば
い

安
値
量
販
店
も

113
円
超
へ
上
昇

北海道

西
三
河
中
心
に

現
金
100
〜
102
円

愛 知
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玉
名
市
で
は
「
本
震
」

（
４
月
16
日
未
明
）
で
震

度
６
の
激
し
い
揺
れ
に
襲

わ
れ
た
。
自
宅
の
２
階
に

い
た
城
戸
さ
ん
は
し
ば
ら

く
は
身
動
き
で
き
な
い
状

態
だ
っ
た
が
、
揺
れ
が
収

ま
る
と
す
ぐ
に
屋
外
に
避

難
し
、
車
中
で
夜
を
明
か

し
た
。
玉
名
市
全
体
で
も

５
人
が
負
傷
、
４
棟
が
全

壊
、
３
棟
が
半
壊
、
７
棟

の
一
部
が
壊
れ
る
な
ど
の

被
害
が
出
た
こ
と
を
後
で

知
っ
た
。

　

玉
名
温
泉
Ｓ
Ｓ
も
灯
油

の
計
量
機
が
倒
れ
る
な
ど

の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
施

設
や
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
の

計
量
機
は
正
常
に
作
動
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
16

日
は
普
段
よ
り
１
時
間
も

早
く
午
前
６
時
に
開
店
し

た
が
、
給
油
を
求
め
る
客

は
続
々
と
来
店
し
、
行
列

が
で
き
た
。

　

同
Ｓ
Ｓ
は
熊
本
市
に
隣

接
し
て
い
る
が
、
「
熊
本

市
で
は
給
油
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
空
い
て
い
る
Ｓ

Ｓ
を
探
し
て
来
た
」
と
い

う
客
も
多
か
っ
た
。
こ
の

日
だ
け
で
、
普
段
の
日
の

３
〜
５
倍
の
客
が
来
店
し

た
。
た
だ
１
台
当
た
り
の

給
油
量
は
少
な
く
「
次
に

地
震
が
あ
っ
た
ら
大
変
だ

か
ら
、
と
に
か
く
満
タ
ン

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
」

と
い
う
〝
被
災
心
理
〞
が

働
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

城
戸
社
長
は
、
玉
名
市

の
市
議
で
、
建
設
経
済
委

員
を
務
め
て
い
る
。
市
か

ら
は
地
震
に
関
す
る
情
報

が
次
々
に
入
っ
て
く
る
。

ま
た
市
民
か
ら
の
様
々
な

相
談
も
持
ち
込
ま
れ
る
。

多
忙
な
時
間
を
縫
っ
て
Ｓ

Ｓ
に
立
ち
、
市
役
所
、
被

災
地
な
ど
を
走
り
回
っ

た
。

　

城
戸
社
長
は
、
熊
本
石

商
の
玉
名
石
油
組
合
部
会

長
を
務
め
て
い
る
。
玉
名

市
を
含
む
有
明
支
部
（
野

中
一
英
支
部
長
）
は
今
年

２
月
16
日
、
玉
名
市
（
髙

嵜
哲
哉
市
長
）と
の
間
で
、

大
災
害
時
に
重
要
施
設
や

公
用
車
な
ど
に
燃
料
を
優

先
給
油
す
る
協
定
に
調
印

し
た
ば
か
り
。

　

玉
名
市
は
県
北
部
の
中

心
的
な
都
市
。
人
口
約
６

　

５
月
中
旬
か
ら
始
ま
る

九
州
各
県
の
総
（
代
）
会

を
前
に
宮
崎
石
商
・
協（
植

松
孝
一
理
事
長
）
、
鹿
児

島
石
商
・
協
（
坪
久
田
正

明
理
事
長
）
、
佐
賀
石
商

・
協（
北
島
喜
郎
理
事
長
）、

大
分
石
商
・
協
（
西
謙
二

理
事
長
）
、
長
崎
石
商
・

協
（
馬
渡
迪
裕
理
事
長
）

は
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
を
開

催
。
各
石
商
・
協
は
２
０

１
５
年
度
決
算
案
を
審
議

し
、
厳
し
い
経
営
環
境
下

で
Ｓ
Ｓ
の
生
き
残
り
事
業

な
ど
を
内
容
と
す
る
新
年

度
予
算
案
を
原
案
通
り
承

認
し
た
。
各
県
石
商
は
新

年
度
運
動
方
針
と
し
て

「
組
合
活
動
を
通
じ
て
経

営
を
改
革
し
よ
う
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

「
市
場
の
変
化
に
対
応
し

た
Ｓ
Ｓ
の
経
営
革
新
を
図

ろ
う
。
ガ
ソ
リ
ン
の
流
通

実
態
を
踏
ま
え
た
公
正
・

透
明
な
競
争
環
境
を
実
現

し
よ
う
。
安
心
・
安
全
の

た
め
の
Ｓ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
よ
う
。
機
関

紙
・
共
同
事
業
を
利
用
し

経
営
基
盤
を
強
化
し
よ

う
」
な
ど
の
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

『
熊
本
地
震
』
の
直
後

で
、
震
源
地
に
近
い
Ｓ
Ｓ

は
か
な
り
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
各

県
の
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

の
中
で
被
災
に
触
れ
、
一

日
も
早
い
復
旧
を
祈
る
と

と
も
に
「
被
災
地
で
は
石

油
が
被
災
者
の
暮
ら
し
や

復
旧
工
事
に
大
き
な
力
を

果
た
し
て
い
る
」
と
強
調

し
た
。

　

震
源
地
の
南
阿
蘇
に
近

い
大
分
で
は
西
理
事
長
が

「
別
府
で
も
住
家
の
瓦（
か

わ
ら
）
が
落
ち
、
道
路
に

地
割
れ
が
で
き
る
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
。
大
分
県

か
ら
燃
料
を
運
ん
で
下
さ

い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

対
応
す
る
こ
と
は
当
然
だ

が
、
行
政
の
担
当
者
は
ガ

ソ
リ
ン
に
対
す
る
知
識
が

不
十
分
で
、
危
険
物
で
あ

る
と
い
う
知
識
が
と
ぼ
し

い
こ
と
を
痛
感
し
た
」と
、

今
後
の
対
応
に
向
け
て
の

問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　

馬
渡
理
事
長
は
、
阿
蘇

市
の
Ｓ
Ｓ
経
営
者
が
車
に

寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
給
油

を
続
け
た
例
を
紹
介
、「
こ

の
経
営
者
は
給
油
客
か
ら

お
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
は

初
め
て
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
石
油
が
住
民
の
暮

ら
し
に
と
っ
て
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ

ま
し
た
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
「
こ
の
よ
う
に
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
こ

そ
過
当
競
争
や
不
公
正
・

不
透
明
な
市
場
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」と
訴
え
た
。

万
８
千
人
。
国
や
県
の
出

先
機
関
が
置
か
れ
て
い

る
。
内
海
の
有
明
海
に
面

し
、
平
野
部
が
多
い
こ
と

も
あ
っ
て
大
災
害
は
比
較

的
少
な
い
と
い
わ
れ
る

が
、
一
級
河
川
の
菊
池
川

が
流
れ
て
お
り
、
洪
水
や

高
波
に
よ
る
災
害
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
地
震
で
も
「
有

明
海
で
津
波
が
起
こ
る
の

で
は
」
と
い
う
不
安
が
高

ま
り
、
海
岸
か
ら
避
難
し

た
住
民
も
い
た
と
い
う
。

　

城
戸
さ
ん
は
「
多
く
の

住
民
が
、
Ｓ
Ｓ
は
地
域
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て

い
る
大
切
な
存
在
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ

た
と
思
う
。
な
か
で
も
今

回
の
地
震
で
は
消
防
団
な

ど
を
含
め
て
若
い
人
た
ち

が
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の

若
い
力
が
地
域
の
絆
（
き

ず
な
）
を
深
め
た
こ
と
も

痛
感
し
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
九
州
本
部
が
先
ご

ろ
発
表
し
た『
熊
本
地
震
』

に
よ
る
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

依
頼
件
数
は
、
４
月
15
日

か
ら
の
４
日
間
で
、
７
０

５
件
に
達
し
た
。
「
こ
め

ま
め
に
給
油
し
て
、
い
つ

も
満
タ
ン
に
し
て
お
こ

う
」
と
呼
び

か
け
て
い

る
。

　

震
源
地
の

熊
本
県
が
圧

倒
的
に
多
く

７
０
１
件
あ

り
、
大
分
県

も
４
件
。
故

障
内
容
は
バ

ッ
テ
リ
ー
上

が
り
１
７
７

件
、
パ
ン
ク

１
３
６
件
、

カ
ギ
の
閉
じ
こ
み
89
件
だ

っ
た
。
避
難
す
る
際
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
、
「
避
難

し
て
い
る
時
、
情
報
を
知

る
た
め
に
テ
レ
ビ
を
つ
け

っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
ら

バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
」
「
避
難
し
よ

う
と
し
て
瓦
礫（
が
れ
き
）

を
避
け
て
走
っ
て
い
た
ら

知
ら
な
い
う
ち
に
ク
ギ
が

刺
さ
っ
て
パ
ン
ク
し
た
」

と
い
う
例
が
多
か
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
は
「
同
時
に
複

数
の
電
装
品
を
使
っ
た
り

消
費
量
の
多
い
電
装
品
を

使
う
と
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上

が
り
や
す
い
。
走
行
前
と

走
行
後
に
は
必
ず
タ
イ
ヤ

に
異
常
が
な
い
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
。
燃
料
メ

ー
タ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
も
忘

れ
ず
に
」
と
注
意
し
て
い

る
。 地

震
で
出
動

依
頼
705
件

Ｊ
Ａ
Ｆ
九
州
本
部

中
核
Ｓ
Ｓ
の
意
義
示
す

熊
本
地
震

城
戸
石
油
店
・

玉
名
温
泉
Ｓ
Ｓ　

給
油
対
応
に
全
力

０
９
２
（
２
８
２
）
０
９
０
８

九
州
支
局
（

）

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１‒

15

ふ
く
お
か
石
油
会
館
５
階

九

州

市
場
の
公
正
化
に
つ
い
て
話

し
合
う
佐
賀
理
事
会

『
熊
本
地
震
』
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
す
大
分
理
事
会

市
場
の
公
正
化
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
長
崎
理
事
会

　『熊本地震』は震源地の熊本県
益城町、南阿蘇を中心に熊本県全
域に大きな被害、影響を与えた。
震源地の南阿蘇から50㌔㍍も離れ
た玉名市でもけが人、家屋の損壊
があった。市会議員でもある城戸
淳さんが経営する中核ＳＳの城戸
石油店・玉名温泉ＳＳは押し寄せ
る給油客に懸命に対応した。

余震が続く中で住民の〝足〟を
守るために店頭に立つ城戸さん

がれきの中を走行する車も多い
（熊本市で）

被
災
地
で
の
供
給
事
例
紹
介

各
県
が

理
事
会　

新
年
度
方
針
を
審
議

　

東
京
石
商
第
４
方
面
協
議
会
（
新
川
克
美
会
長
）
は
先
ご
ろ
、
立
川
市
内
の
同
一
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
各

支
部
定
期
総
会
終
了
後
に
合
同
懇
親
会
を
開
き
、
組
合
員
約
60
人
が
参
集
し
た
。
一
方
、
支
部
再
編
に
向
け

１
年
間
検
討
を
重
ね
て
き
た
多
摩
東
支
部
（
田
辺
明
支
部
長
）
、
多
摩
中
央
支
部
（
斉
藤
則
良
支
部
長
）
、

多
摩
北
支
部
（
小
川
隆
雄
支
部
長
）
、
南
多
摩
支
部
（
加
藤
護
支
部
長
）
、
多
摩
支
部
（
指
田
裕
士
支
部
長
）

は
解
散
総
会
に
続
い
て
５
支
部
合
併
の
設
立
総
会
を
開
催
し
、
新
生
〝
多
摩
支
部
〞
を
発
足
さ
せ
、
支
部
員

１
０
９
人
・
１
０
７
Ｓ
Ｓ
を
擁
す
る
都
内
最
大
支
部
が
誕
生
。
田
辺
明
氏
（
本
社
・
武
蔵
野
市
、
田
辺
石
油

商
会
社
長
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）
を
新
支
部
長
に
選
出
し
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
（
一
部
既
報
）
。
こ

れ
に
伴
い
第
４
方
面
協
は
８
支
部
か
ら
多
摩
、
町
田
、
八
王
子
、
西
多
摩
の
４
支
部
体
制
へ
と
再
編
さ
れ
た
。

　

新
た
に
発
足
し
た
多
摩

支
部
は
、
武
蔵
野
、
三
鷹
、

国
分
寺
、
小
金
井
、
調
布
、

狛
江
、
府
中
、
西
東
京
、

清
瀬
、
小
平
、
東
久
留
米
、

東
村
山
、
稲
城
、
多
摩
、

日
野
、
立
川
、
国
立
、
東

大
和
、
武
蔵
村
山
、
昭
島

の
20
市
を
エ
リ
ア
と
し
、

支
部
内
の
人
口
（
２
０
１

５
年
国
勢
調

査
）
は
都
全

体
の
21
％
、

市
部
の
68
％

と
な
る
２
８

１
・
５
万
人
、

世
帯
数
は
都

全
体
の
19

％
、
市
部
の

69
％
を
占
め

る
１
２
８
・

７
万
世
帯
を

管
内
に
抱
え

る
。

　

こ
れ
を
踏

ま
え
た
役
員

構
成
は
、
田

辺
支
部
長
を
筆
頭
に
副
支

部
長
と
し
て
指
田
裕
士

（
指
田
商
事
・
Ｊ
Ｘ
系
）
、

小
川
隆
雄
（
小
川
商
事
・

Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）
、
斉
藤
則
良

（
斉
藤
石
油
・
キ
グ
ナ
ス

系
）
の
３
氏
、
会
計
に
高

橋
淑
郎
（
杉
商
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ

系
）
、
加
藤
護
（
永
山
石

油
・
Ｊ
Ｘ
系
）
の
２
氏
、

監
事
に
新
川

克
美
（
コ
ト

ブ
キ
商
事
・

Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）、

相
談
役
と
し

て
宍
戸
大
三

（
武
蔵
石
油

・
Ｅ
Ｍ
Ｇ

系
）
、
矢
島

茂
（
多
摩
菱

油
）
の
各
氏

が
ぞ
れ
ぞ
れ

　

環
境
省
が
ガ
ソ
リ
ン
蒸

発
ガ
ス
抑
制
対
策
と
し
て

Ｓ
Ｓ
側
に
過
重
負
担
を
課

し
、
懸
垂
式
Ｓ
Ｓ
で
は
存

廃
問
題
に
も
つ
な
が
る
規

制
強
化
を
検
討
す
る
中
、

東
京
都
は
先
ご
ろ
新
た
な

「
環
境
基
本
計
画
」
を
策

定
、
そ
の
具
体
的
方
法
と

し
て
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー

を
自
動
車
側
で
回
収
す
る

Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
の
導
入
を
求

め
た
。
同
計
画
で
は
「
給

油
時
、
駐
車
時
、
走
行
時

な
ど
に
大
気
中
に
放
出
さ

れ
る
ガ
ソ
リ
ン
蒸
発
ガ
ス

は
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
で
、
こ
れ
ら

の
放
出
を
抑
制
す
る
こ
と

に
よ
り
大
気
環
境
の
さ
ら

な
る
改
善
が
期
待
で
き

る
。九
都
県
市
と
連
携
し
、

ガ
ソ
リ
ン
蒸
発
ガ
ス
へ
の

適
切
な
対
策
で
あ
る
Ｏ
Ｒ

Ｖ
Ｒ
車
の
導
入
を
国
等
へ

要
望
す
る
な
ど
、
自
動
車

か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の

削
減
を
進
め
て
い
く
」
な

ど
と
盛
り
込
ん
だ
。

　

都
を
は
じ
め
と
す
る
九

都
県
市
首
脳
会
議
は
２
０

１
４
年
11
月
、
首
都
１
都

３
県
の
４
知
事
お
よ
び
５

市
長
名
で
国
土
交
通
大
臣

と
環
境
大
臣
に
対
し
、「
ガ

ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー
対
策
の

推
進
に
つ
い
て
」を
要
望
。

こ
の
「
放
出
抑
制
対
策
の

中
で
も
、
給
油
時
、
走
行

時
、
駐
車
時
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ

ー
を
回
収
し
、
ク
ル
マ
の

燃
料
と
し
て
再
利
用
で
き

る
大
型
回
収
装
置
を
装
着

し
た
車
（
Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
）

の
導
入
が
効
果
的
」
「
米

国
で
は
規
制
に
よ
り
、
Ｏ

Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
し
か
走
行
で
き

な
い
」
「
米
国
向
け
輸
出

車
は
国
内
で
も
生
産
さ
れ

就
任
し
た
。

　

一
方
、
支
部
活
動
の
中

軸
と
し
て
５
地
区
（
東
：

旧
多
摩
東
、
西
：
旧
多
摩
、

中
央
：
旧
多
摩
中
央
、
南

：
旧
南
多
摩
、
北
：
旧
多

摩
北
）
体
制
を
敷
き
、
組

織
活
動
の
活
性
化
と
効
率

運
営
の
同
時
実
現
を
推
進

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
先
導
役
を
担
う

地
区
長
に
は
、
東
＝
渡
辺

晃
男
（
山
岸
屋
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ

系
）、
西
＝
小
林
大（
三
協

石
油
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）
、
中

央
＝
村
野
純
一
（
村
野
商

店
・
Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）、
南
＝
小

礒
文
夫
（
多
摩
興
運
・
出

光
系
）
、
北
＝
磯
野
康
祐

（
滝
島
商
事
・
Ｊ
Ｘ
系
）の

各
氏
が
就
き
、
最
前
線
の

現
場
と
組
合
を
つ
な
ぐ
。

合
同
懇
親
会
に

約
60
人
が
参
集

第
４
方
面
協

　

他
方
、
町
田
（
高
木
登

雄
支
部
長
）、西
多
摩（
杉

田
保
生
支
部
長
）
の
両
支

部
も
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。

　

各
支
部
の
総
会
終
了
後

に
は
八
王
子

支
部
（
相
澤

久
夫
支
部

長
）
も
含
め

た
第
４
方
面

協
合
同
で
の

懇
親
会
を
開

き
、
約
60
人

が
参
集
し
て

親
睦
を
深
め

た
（
写
真
）
。

　

ま
た
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
同
石
商

の
大
谷
匡
広
副
理
事
長
が

率
い
る〝
平
成
の
Ｇ
Ｓ（
グ

ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
）
〞
大

谷　

健
＆
ニ
ュ
ー
フ
ラ
ワ

ー
ズ
が
ス
テ
ー
ジ
に
登

場
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
ザ

・
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
披
露
し
て
会
場
と

石
油
販
売
業
界
を
盛
り
上

げ
た
。

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
Ｏ

Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
で
、
技
術
的
に

は
直
ち
に
対
応
可
能
」
な

ど
と
指
摘
。つ
い
て
は「
国

内
で
も
早
期
に
Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ

車
を
義
務
付
け
す
る
た

め
、
道
路
運
送
車
両
法
に

基
づ
く
保
安
基
準
な
ど
法

令
の
改
正
を
実
施
さ
れ
た

い
」
と
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
夏
に
は
九
都

県
市
あ
お
ぞ
ら
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
も
「
ガ
ソ
リ

ン
ベ
ー
パ
ー
特
設
サ
イ

ト
」を
開
き
、Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ
車

の
早
期
普
及
に
向
け
た
取

り
組
み
を
促
し
て
い
る
。

　

新
年
度
最
初
の
大
型
需

要
期
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
商
戦
は
、
ガ

ソ
リ
ン
需
要
が
「
横
ば
い

〜
や
や
減
販
」
、
油
外
収

益
も
「
前
年
並
み
〜
若
干

悪
化
」
と
の
指
摘
が
多
く

聞
か
れ
た
。

　

高
速
道
や
郊
外
の
幹
線

道
路
は
例
年
同
様
に
混
雑

も
見
ら
れ
た
が
、
〝
最
大

10
連
休
〞
が
取
り
や
す
か

っ
た
日
並
び
の
関
係
が
需

要
に
影
響
し
た
と
の
指
摘

も
あ
っ
た
。

　

特
に
都
心
部
か
ら
は

「
２
日
や
６
日
に
休
ん
だ

会
社
も
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
で
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要

を
み
る
と
個
人
ユ
ー
ザ
ー

は
昨
年
並
み
だ
っ
た
が
、

法
人
客
が
減
っ
た
分
、
前

年
対
比
で
５
％
程
度
減

販
。
遠
方
ナ
ン
バ
ー
車
も

目
立
た
ず
、
日
帰
り
や
短

距
離
ド
ラ
イ
ブ
が
多
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と

す
る
見
方
が
あ
っ
た
ほ

か
、
「
４
月
末
は
良
か
っ

た
が
、
５
月
は
出
だ
し
の

動
き
が
悪
か
っ
た
」
と
の

指
摘
も
複
数
聞
か
れ
た
。

　

洗
車
需
要
は
概
ね
堅
調

に
推
移
し
た
模
様
。た
だ
、

「
４
日
深
夜
に
暴
風
雨
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
ク
ル
マ

の
汚
れ
が
思
っ
た
ほ
ど
に

は
浮
き
上
が
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
反
応
も
見
ら

れ
た
。
一
方
、
大
型
連
休

は
〝
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
〞

に
大
き
な
プ
ラ
ス
効
果
を

も
た
ら
し
た
よ
う
だ
。

〝新生〟多摩支部が発足
５
地
区
の
活
動
中
心
に
組
織
活
性
化

109
人
・

107
Ｓ
Ｓ

都
内
最
大
支
部
に

０
３
（
３
５
９
３
）
５
７
５
７

関
東
支
局
（

）

千
代
田
区
永
田
町

２‒

17‒

14 

石
油
会
館

東

京

新
・
多
摩
支
部
の
役
員
が
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
（
左
か
ら
田
辺
、
新
川
、
小
川
、

斉
藤
、
指
田
の
各
氏
）

東
京都

Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
導
入
求
め
る

都
心
部
は
需
要
減
も

洗
車
、レ
ン
タ
カ
ー
に
は
効
果
有

ＧＷ商戦



第７５４５号 ２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （４）（第三種郵便物認可）

第７５４５号２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（５）

（１）

第7 5 4 5号 月・水・金発行（祝日除く）組 合 員　月１,７２８円組合員外　月１,９４４円（消費税込）

13５月 日 2016年（平成２８年）
（金曜日）

発行所

東京都千代田区永田町2‒17‒14
03‐3593‐5751電 話

http://www.zensekiren.or.jp
昭和38年7月1日第3種郵便物認可 振替口座00130-4-52707

全国石油商業組合連合会

第７５４５号 ２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （６）（第三種郵便物認可）

第７５４５号 ２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （８）（第三種郵便物認可）

第７５４５号２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（３）

第７５４５号２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（７）

（第三種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）５月１３日（金曜日）第７５４５号 （２）

石油増税は絶対に反対です!
ＳＳから消費者の皆さまへのメッセージ

ＳＳからお客様へ 2016年
５月号

　原油価格の急落で、ＳＳ店頭で販売されるガソリン価格も急速に値下がりしましたが、逆
にガソリン価格に占める税金の割合が拡大しています。すでにその割合は６割弱に達してお
り、ガソリンにかかる高額な石油諸税を改めて浮き彫りにする状況となっています。
　資源エネルギー庁による週次小売価格調査の４月平均値（消費税込み）で、レギュラー全
国平均値は前月比3.6円高の㍑116.2円。その税金額は消費税まで含め65.2円となり税金比率

価格の話ガソリン税金比率は６割弱

は実に56.1％にのぼります。
　ガソリンには本体価格（原油価格＋精
製・販売コストなど）にガソリン税が53.
8円（本則税率＝28.7円、暫定税率＝25.
1円）、石油石炭税2.04円に上乗せする形
で地球温暖化対策税が0.76円の石油諸税
が課せられています。さらに本体価格と
石油諸税の合計金額に、タックス・オン
・タックスという形で消費税８％がかけ
られているのです。本体価格は原油価格
や為替により変動しますが、石油諸税は
56.6円でロックされているため、原油価
格が下落して本体価格が値下がりして
も、消費税まで含めた小売価格は原油価
格の下落幅より、値下がり幅が圧縮され
る構造となっています。多重・多段階に
わたる高額な石油諸税がガソリン価格を
大きく膨らませているのが実態です。

「ぜんせき」 お客様版　vol. １８２
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